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会の参加者は 5 名から 25 名程度だった。8 回目からは固定したメンバー以外の参加も募る
形で開催した。 
 
第 1 回目 
日付：2006 年 5 月 19 日 
場所：藍野大学（大阪府茨木市） 
テーマ：患者「さま」と呼ぶのはなぜか? 
第 2 回目 
日付：2006 年 7 月 20 日 
場所：ステラ（大阪府高槻市にあるカフェ） 
テーマ：専門家について 
第 3 回目 
日付：2006 年 9 月 29 日 
場所：ステラ 
テーマ：死について 
第 4 回目 
日付：2006 年 11 月 30 日 
場所：コモンズカフェ（藍野大学最寄り駅の摂津富田駅近くにあるカフェ） 
テーマ：正常をめざすとは 
第 5 回目 
日付：2006 年 12 月 3 日 
場所：小倉山（横浜市美術館にあるカフェ） 
テーマ：じっと見ること 
第 6 回目 
日付：2007 年 2 月 9 日 
場所：コモンズカフェ 
テーマ：理学・作業療法士は患者にとって何者として現れるのか              
第 7 回目 
日付：2007 年 2 月 17 日 
場所：カフェラポエム白金（東京にあるカフェ） 
テーマ：国を愛することは可能か                   
第 8 回目 




第 9 回目 
日付：2007 年 9 月 28 日 
場所：コモンズカフェ 
テーマ：美味しさは伝えることができるか? 
第 10 回目 









































































本間直樹他 2007「哲学カフェ探求」、大阪大学 21 世紀 COE プログラム「インターフェイ
 114
スの人文学」研究報告書〈第 8 巻〉『臨床と対話』所収 
堀江剛 2005「ケア環境を現場で考える」、京都市長寿すこやかセンター『平成 15 年度京
都市高齢者介護等調査研究事業報告書』所収 
堀田凱樹・酒井邦嘉 2007『遺伝子・脳・言語』、中公新書 








信学会 HCS 研究会発表用資料所収 
玉地雅浩 2006a「リハビリテーション」、宮原伸二編著『福祉医療用語辞典』、創元社所収 














 1968 年の WHO（世界保健機構）の定義では、リハビリテーションは、機能に障害を持
った人が社会的自立や社会的寄与を目指すものであった。そうすると、障害の種類により
回復を臨めない人はリハビリテーションという考えから外れてしまうという問題がある。 
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